別紙７
扶　養　親　族　状　況　調　査　書

学校名: 　　　　　　　　　　　　　　
扶養手当を受給している職員のうち、下記調査対象の扶養親族を有する者について記入すること。


調査対象（１）平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生れの子（満１５歳）

　　　　　　（２）平成９年４月２日～平成１０年４月１日生れの子・孫・弟妹（満１８歳）

　　　　　　（３）平成５年４月２日～平成６年４月１日生れの子・孫・弟妹（満２２歳）

※平成２７年度の所属職員について記載すること。該当する職員がない所属は提出不要。
	職 員 番 号
	氏　　名
	調　査　対　象　の　扶　養　親　族

	
	
	続柄
	氏 名
	年齢
	平成２８年４月１日からの状況

	０５１２３４５
	東青　一郎
	長男
	太郎
	１８
	就職、進学、予備校、無職

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


参考）扶養親族届の提出等
・１５歳の子、進学等により引き続き扶養する場合 → 特定扶養加算開始（届出不要、職権処理）
・１８歳の子等、引き続き扶養する場合 →４月１日からの状況を記入
・２２歳の子等 → 手当支給要件喪失（届出不要、職権処理）

　※重度心身障害者で認定されている者がある場合は、連絡すること。

・上記調査対象の年齢に関わらず、扶養親族が就職等により、支給要件を喪失する場合

→「扶養親族届（喪失）」「雇用通知書等」を速やかに提出すること。
